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＊Underplating of mélange evidenced by the depositional ages: U–Pb dating of zircons 
from the Shimanto accretionary complex, southwest Japan，Island Arc, in print. 
 
 
 
備考  ・研究成果を論文等で発表される場合、以下の形式の文章を謝辞等に記載して下さい。 

            (英語)This study was supported by the Earthquake Research Institute cooperative research program. 

           （和文）本研究は、東京大学地震研究所共同研究プログラムの援助をうけました。 

・特定共同研究 Bについては、プロジェクト終了年度に冊子による報告書の提出が必要です。 

・ 研究成果について、本所の談話会、セミナー、「広報」での発表を歓迎いたします。 

 



研究実績報告（成果） 
 
 
 沈み込み帯は，地球表層の物質を地球深部に持ち込む，唯一で最大のルート
である．ここにしばしば付加体が形成される．近年，四万十付加体を現世の付
加体の陸上アナログと位置づけて，物質科学的な研究が盛んである．そして，
深海掘削や反射法地震探査などの成果と連携し，付加体発達の概要が提案され
てきた．付加体の構成岩石は陸源の砂岩泥岩，凝灰岩とわずかに玄武岩，チャ
ート，石灰岩などの海洋物質である．これらの陸源物質の堆積年代の変化をと
らえることで，付加体の成長速度や付加の間欠性を明らかにすることにつなが
る．しかしながら，これまで付加体の年代指標は主に化石によっており，対象
年代や岩相によって，期待される精度に達していないことがあった．そこで，
地震研究所所有のレーザー質量分析装置を用いてジルコン U-Pb 法を適応する
ことにした． 
 今回の一般共同施設利用において，私たちは特に付加体発達過程の主要な構
成要素である，「引きはがし付加」「底付け付加」「Out of sequence thrust」の
「Out of sequence thrust（以下 OOST）」に注目した．OOSTがどのくらの時
間で形成され，より海側の OOST に移行していくのかは未解明である．OOST
の両側の岩石の温度時間経路から，衝上断層の活動時間が分かる．今回は温度
時間経路の初期値を求めることを目的とした． 
  
 調査地域は九州四万十帯の延岡衝上断層付近で，凝灰岩を合計５箇所で採取
した．凝灰岩中のジルコンが噴火時に生成されたと仮定すれば噴火年代を堆積
年代と考えることができる．測定に用いるジルコンの抽出は，東京工業大学，
海洋研究開発機構で行った．一部，抽出困難なサンプルは京都フィッショント
ラックに依頼した． 
 測定の結果，下盤側からは 55＋ 1.5 Ma(2σ)，上盤からは 75 ＋ 1.8 Ma(2
σ)が得られた． 
 今後，他の閉鎖温度の異なる年代手法を用いることで，温度時間経路が明ら
かになり，新しい OOSTの発達過程を提案できることだろう． 


